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問　

地
産
地
消
の
取
組
状
況
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答　

大
根
や
カ
ブ
、
梨
な
ど
野
菜

や
果
物
を
使
用
し
た
鎌
産
鎌
消
献

立
を
農
家
の
協
力
を
得
な
が
ら
実

施
し
、
令
和
３
年
度
は
20
回
、
今

年
度
は
11
月
ま
で
に
22
回
実
施
し

て
い
ま
す
。

問　

市
川
市
で
は
令
和
５
年
度
か

問　

個
人
で
雑
草
等
を
伐
採
す
る

費
用
に
対
す
る
補
助
制
度
な
ど
は

あ
り
ま
す
か
。

答　

本
市
に
該
当
す
る
補
助
金
等

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

代
執
行
し
か
解
決
す
る
手
段

が
な
い
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス
は
、

問　

本
市
に
お
け
る
会
計
年
度
任

用
職
員
の
人
数
と
正
規
職
員
と
の

比
率
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
で

796
名
お
り
、
そ
の
内
訳
は
フ
ル
タ

イ
ム
が
91
名
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
が

705
名
で
す
。
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

の
時
間
や
形
態
な
ど
を
考
慮
し
、

ら
学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を

予
定
し
、
約
17
億
７
千
万
円
の
歳

出
を
見
込
み
、
こ
の
額
は
令
和
４

年
度
の
一
般
会
計
当
初
予
算
額
の

約
１
・
１
％
に
当
た
る
と
の
こ
と

で
す
が
、
本
市
で
実
施
す
る
場
合

の
比
率
を
伺
い
ま
す
。

答　

学
校
給
食
費
の
完
全
無
償
化

を
行
う
場
合
、
約
４
億
円
の
経
費

ど
う
し
た
ら
よ
い
で
す
か
。
ま
た
、

そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

本
市
で
は
、
条
例
に
代
執
行

の
規
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。
代
執
行

を
実
施
す
る
場
合
は
、
条
例
に
代

執
行
の
規
定
を
設
け
た
上
で
指
導

や
勧
告
を
し
た
後
、
期
限
を
定
め

正
規
職
員
の
勤
務
時
間
に
換
算
し

た
場
合
の
比
率
は
、
会
計
年
度
任

用
職
員
が
35
％
、
正
規
職
員
が
65

％
で
す
。

問　

次
年
度
の
任
用
は
ど
の
よ
う

に
決
め
ら
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答　

任
用
に
あ
た
っ
て
は
、
平
等

取
扱
い
の
原
則
や
成
績
主
義
に
基

て
命
令
を
出
し
、
そ
れ
で
も
管
理

不
良
状
態
が
継
続
す
る
場
合
に
、

他
に
手
段
の
な
い
こ
と
、
放
置
す

る
こ
と
が
著
し
く
公
益
に
反
す
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
の
２
つ
の
条

件
を
満
た
し
た
上
で
戒
告
し
、
期

限
ま
で
に
履
行
し
な
い
場
合
に
は

第
三
者
に
伐
採
を
依
頼
し
、
そ
の

費
用
を
当
該
所
有
者
か
ら
徴
収
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

づ
く
客
観
的
な
能
力
の
実
証
を
得

る
こ
と
が
条
件
で
あ
る
た
め
、
人

事
評
価
に
基
づ
く
能
力
実
証
が
さ

れ
て
い
る
こ
と
、
勤
務
態
度
、
勤

務
実
績
が
良
好
で
あ
る
こ
と
が
前

提
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
次
年
度

も
同
一
の
職
務
内
容
の
職
が
設
置

さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
本
人
の
意

向
調
査
を
踏
ま
え
、
継
続
の
希
望

が
あ
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て

次
年
度
も
任
用
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
学
校
給
食
に
つ
い
て

草
木
が
繁
茂
し
た
空
き
地
の
管
理
に
つ
い
て

会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

松
　
原
　
美
　
子
　
議
員

土
　
屋
　
裕
　
彦
　
議
員

佐
　
竹
　
知
　
之
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

問　

市
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
示
さ

れ
て
い
る
部
活
動
の
活
動
時
間
を

伺
い
ま
す
。

答　

平
日
の
練
習
時
間
は
朝
、
放

課
後
合
わ
せ
て
２
時
間
程
度
と
し

平
日
に
１
日
以
上
の
休
養
日
を
設

け
て
い
ま
す
。
土
日
は
原
則
ど
ち

ら
か
１
日
を
休
養
日
と
し
て
い
ま

す
。

問　

本
市
の
部
活
動
外
部
指
導
者

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

現
在
、
活
動
し
て
い
る
部
活

問　

少
子
化
対
策
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答　

少
子
化
対
策
は
、
本
市
の
み

な
ら
ず
国
や
県
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
解
決
す
べ
き
課
題
で
す
。

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
切

れ
目
の
な
い
き
め
細
や
か
な
支
援

や
、
地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
え

る
た
め
の
環
境
づ
く
り
な
ど
、
子

育
て
環
境
の
充
実
に
継
続
し
て
取

り
組
み
ま
す
。

問　

教
育
面
で
の
経
済
的
な
支
援

策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

多
子
世
帯
の
負
担
軽
減
策
と

し
て
第
３
子
以
降
の
給
食
費
の
半

額
免
除
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

令
和
５
年
１
月
か
ら
は
、
第
３
子

以
降
の
給
食
費
の
全
額
無
償
化
を

予
定
し
て
い
ま
す
。 

問　

市
独
自
の
支
援
策
で
あ
る
高

校
生
へ
の
子
ど
も
医
療
費
の
助
成

は
、
償
還
払
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
川
市
や
柏
市
な
ど
と
連
名
で
千

葉
県
に
要
望
活
動
を
行
っ
た
と
の

こ
と
で
す
が
内
容
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

答　

千
葉
県
の
助
成
対
象
を
高
校

生
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
と
、
医
療

機
関
で
自
己
負
担
分
の
み
支
払
う

現
物
給
付
で
実
施
で
き
る
よ
う
要

望
し
ま
し
た
。
助
成
の
拡
大
は
持

続
可
能
な
制
度
と
な
る
よ
う
検
討

す
る
と
の
回
答
が
あ
り
、
現
物
給

付
化
の
体
制
構
築
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
８
月
の
実
施
に
向
け
て

検
討
を
進
め
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
。

問　

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

事
業
に
つ
い
て
、
妊
娠
・
出
生
届

出
時
に
そ
れ
ぞ
れ
５
万
円
の
給
付

と
合
わ
せ
、
伴
走
型
相
談
支
援
を

実
施
し
ま
す
が
、
子
育
て
の
孤
立

問　

柏
市
は
３
つ
の
清
掃
工
場
を

有
し
、
２
つ
の
清
掃
工
場
の
体
制

で
対
応
が
可
能
な
こ
と
か
ら
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ
ー
し
ら
さ
ぎ
で
の
共

同
処
理
の
解
消
を
前
提
と
し
た
協

議
開
始
の
申
入
れ
が
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
理
由
を

伺
い
ま
す
。

答　

先
行
き
が
見
通
せ
な
い
不
安

定
な
状
況
が
続
く
こ
と
は
、
地
域

住
民
は
も
と
よ
り
、
本
市
の
こ
れ

か
ら
の
環
境
行
政
に
大
き
な
影
響

問　

か
ま
が
や
安
心
ｅ
メ
ー
ル
と

防
災
行
政
無
線
の
連
携
と
、
配
信

内
容
を
伺
い
ま
す
。

答　

か
ま
が
や
安
心
ｅ
メ
ー
ル
と
防

災
行
政
無
線
は
連
携
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
震
、
気
象
警
報
、
国
民

保
護
情
報
等
の
情
報
は
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
と
も
自
動
連
動
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
か
ら
の
地
震
情
報
は
、

震
度
５
弱
以
上
は
防
災
行
政
無
線

が
放
送
さ
れ
、
同
時
に
か
ま
が
や

安
心
ｅ
メ
ー
ル
も
配
信
さ
れ
ま
す
。

そ
の
他
、
避
難
所
開
設
情
報
や
行

方
不
明
者
情
報
、
電
話
de
詐
欺
情

動
外
部
指
導
者
は
、
主
に
技
術
面

を
指
導
す
る
人
材
で
単
独
で
指
導

引
率
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
教
職

員
の
顧
問
と
と
も
に
部
活
動
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

問　

教
職
員
の
働
き
方
改
革
の
一

環
と
し
て
制
度
化
さ
れ
た
、
部
活

動
指
導
員
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答　

部
活
動
指
導
員
は
、
指
導
す

る
ス
ポ
ー
ツ
等
の
専
門
的
な
知
識

の
み
な
ら
ず
、
学
校
教
育
に
関
す

る
理
解
を
有
す
る
者
と
規
定
さ
れ

問　

就
学
支
援
に
つ
い
て
、
国
の

今
後
の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

答　

文
部
科
学
省
の
有
識
者
会
議

に
お
い
て
、
現
在
支
援
の
対
象
と

な
っ
て
い
な
い
中
間
所
得
層
も
、

扶
養
す
る
子
ど
も
が
３
人
以
上
の

世
帯
で
は
給
付
型
奨
学
金
や
授
業

料
免
除
の
対
象
と
す
る
案
な
ど
が

示
さ
れ
、
年
内
に
ま
と
め
る
報
告

に
基
づ
き
、
政
府
内
で
検
討
さ
れ

る
予
定
で
す
。

化
や
児
童
虐
待
な
ど
の
課
題
に
対

す
る
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
、
市

の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
や
育

児
負
担
、
育
児
へ
の
不
安
等
を
解

消
す
る
こ
と
が
、
児
童
虐
待
の
発

生
予
防
に
つ
な
が
る
も
の
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
関
係
機
関
が
連
携

を
図
り
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期

ま
で
切
れ
目
の
な
い
、
き
め
細
か

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
実
務
的
に
課
題
や

対
応
策
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
こ

と
が
両
市
の
責
任
と
考
え
、
協
議

の
申
入
れ
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。

問　

地
域
住
民
の
生
活
を
守
る
と

い
う
強
い
信
念
の
も
と
協
議
を
進

め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
が

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

答　

速
や
か
に
協
議
に
入
る
こ
と

で
本
市
の
廃
棄
物
処
理
が
安
心
で

報
な
ど
を
配
信
し
て
い
ま
す
。

問　

広
報
か
ま
が
や
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
掲
載
す
る
目
的
を
伺
い
ま
す
。

答　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
こ
と
で

必
要
と
す
る
情
報
と
簡
単
に
ア
ク

セ
ス
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
か

ら
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
面
で
有
効

で
あ
る
と
考
え
、
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
で
読
み
取
る
方
法
等
の
周
知

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
い
ま

す
。

公
立
中
学
校
に
お
け
る
部
活
動
に
つ
い
て

少

子

化

対

策

に

つ

い

て

子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て

ご
み
の
共
同
処
理
に
つ
い
て

市
民
へ
の
情
報
提
供
・
配
信
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
　
関
　
俊
　
一
　
議
員

葛
　
山
　
繁
　
隆
　
議
員

矢
　
崎
　
　
　
悟
　
議
員

大
　
野
　
幸
　
一
　
議
員

森
　
谷
　
　
　
宏
　
議
員

教
職
員
が
い
な
く
て
も
部
活
動
の

練
習
や
大
会
の
引
率
が
で
き
ま
す
。

　

千
葉
県
で
は
、
令
和
５
年
度
に

各
市
町
村
で
１
部
活
動
以
上
の
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

今
後
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
総
合
相
談
支
援
体
制
を
さ

ら
に
強
化
し
て
い
く
う
え
で
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
増
設
す

る
必
要
も
生
じ
て
く
る
か
と
思
い

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

答　

今
後
、
高
齢
者
や
認
知
症
高

齢
者
の
増
加
に
よ
る
支
援
の
複
雑

化
や
多
様
化
に
伴
い
、
問
題
解
決

に
時
間
を
要
す
る
ケ
ー
ス
が
多
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ

の
た
め
、
身
近
に
相
談
で
き
る
場

と
し
て
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
役
割
は
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
度
か
ら

令
和
８
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
第
９
期
鎌
ケ
谷
市
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
を
策
定
し
て
い
く
中
で
、
市
民

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
や
セ
ン

タ
ー
職
員
１
人
当
た
り
の
受
持
ち

人
口
及
び
面
積
、
相
談
支
援
件
数

な
ど
を
総
合
的
に
分
析
し
、
検
討

し
て
い
く
予
定
で
す
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
地
域
包
括 

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て　
　
　
　
　

佐
　
藤
　
　
　
剛
　
議
員

0
0
0
0
0
0
0
0
0

クリーンセンターしらさぎクリーンセンターしらさぎ

答　

今
後
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
利
用

方
法
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
い
解

説
記
事
を
掲
載
す
る
な
ど
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

が
見
込
ま
れ
、
令
和
４
年
度
の
一

般
会
計
当
初
予
算
額
の
約
１
・
１

％
と
な
り
ま
す
。

安
定
し
た
持
続
可
能
な
処
理
体
制

の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
関
係

各
所
と
綿
密
で
発
展
性
の
あ
る
協

議
を
行
い
、
周
辺
地
域
の
方
々
に

適
宜
報
告
し
な
が
ら
真
摯
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

鎌産鎌消献立鎌産鎌消献立




